
平成１３年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

50 人 　 52 人 64 人

  976 人 890 人 980 人
　

④目標値

⑤事業の進捗状況

計画

実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

中学校3年生徒数

対象生徒数

2,416,200 2,424,800 2,903,700

2,916,200 2,848,800 3,602,700

財源内訳

500,000 424,000 699,000

事業費

2,059,000 2,013,000 2,753,000

857,200 835,800 849,700

0.1 0.1 0.1

平成12年度決算 平成13年度決算 平成14年度予算

目標値
－ － 6.5%

5.1% 5.8% －

成果指標名 援助率

成果指標の説明 援助対象者数/蒲郡市立中学校3年生徒数×１００

想定する成果
義務教育の円滑な実施に資するとともに、旅行を通じて見聞を広め自然や文化などに
親しみ、集団生活のあり方や公衆道徳などについての望ましい体験を積ませ、中学校
生活の思い出を豊かなものとする。

項　目 平成12年度実績 平成13年度実績 平成14年度計画

対　　象 蒲郡市立中学校3年生に対して

手　　段 経済的な理由によって就学困難な生徒の保護者に対し、必要な援助を与えることにより

基本目標 施策名

豊かな心と創造性を育むまちづくり 学校教育

根拠法令等
学校教育法第25条及び第40条　就学
困難な児童及び生徒に係る就学奨励
についての国の援助に関する法律等

Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名       中学校修学旅行補助事業
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課　長 担　当



⑥事務事業内容の評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後の改善すべき点

緊急度

市民参加度 －

達成度

公共性

市民参加度 －

効率性

公共性

緊急度
時期が5月であるため、他の事業よりも優先的に事務処理し、一日も早く保護者の口
座に振り込めるよう振り込めるよう努力した。

達成度 広報がまごおり等を活用し、啓発に努めた。

効率性

合　　計 40

総合評価 　　　A　　

40

　　　A　　
修学旅行の内容を十分検討し、節約すべきところ
を生み出したい。

小　　計 40

市民参加度 －

40

－ 蒲郡市就学援助取扱要綱どおり執行している。

公共性 10

緊急度 10

10

10

義務教育の立場から、蒲郡市がやるべき事業である。

経済的な理由によって就学困難な生徒に係る援助のた
め、生徒を持つ保護者から一番求められている事業の
一つである。

達成度 10

効率性 10

10

10

制度が市民にも浸透し、該当者の件数が増えた。

蒲郡市就学援助費事務取扱要綱に沿って援助し、大き
な成果をあげている。

項　　目 課内評価点数 部長評価点数 評価の説明（問題点）
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